
野

尻

町

山
之
口
町

清

武

町

美

郷

町

県

連

県

連

北

郷

町

国

富

町

高

城

町

え
び
の
市

新

富

町

東

郷

町

高
千
穂
町

県

青

連

県
女
性
連

宮
崎
市
生
目

五
ヶ
瀬
町

会

長

副

会

長

専
務
理
事

常
務
理
事

理

事

監

事

淵

上

鉄

一

山

元

浩

之

藤

元

邦

敬

川

村

義

幸

奥

野

信

利

石

田

一

雄

福

岡

浩

一

菅
　

修

蔵

西

畑

文

稔

白

石

昌

彦

井　

崎　

美
恵
子

鶴

田

太

美

後

藤

和

博

藤

元

勇

貴

広　

瀬　

美
智
子

長

友
　

工

秋

本

良

一

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
本
会

の
事
業
運
営
に
対
し
、

格
別
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振

り
返
り
ま
す
と
一
月
、

五
月
、
八
月
を
頂
点

と
す
る
第
三
波
か
ら

第
五
波
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
が
生
じ
、

こ
れ
ら
の
影
響
に
よ

り
景
気
低
迷
が
続
き

ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

不
本
意
な
営
業
が
続
く
中
で
国
や
県
、

市
町
村
か
ら
の
給
付
金
等
各
種
支
援
を

支
え
に
耐
え
忍
ば
れ
て
き
た
も
の
と
存

じ
ま
す
。

　

私
ど
も
商
工
会
は
、
給
付
金
等
各
種

支
援
事
業
の
積
極
的
な
周
知
に
努
め
、

給
付
金
申
請
や
資
金
繰
り
支
援
な
ど
会

員
等
の
経
営
支
援
に
尽
力
し
て
参
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
九
月
一
日
付
け
で
県
商
工
会

連
合
会
に
「
Ｄ
Ｘ
推
進
課
」
を
設
置
し
、

会
員
及
び
本
会
・
商
工
会
の
Ｄ
Ｘ
推
進

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
と
も
に
、
会
議

や
研
修
会
、
専
門
家
相
談
、
県
外
バ
イ

ヤ
ー
と
の
商
談
会
な
ど
に
つ
い
て
非
対

面
の
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
に
順
次
切
り
替

え
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
し
て
各
種
支
援
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
会
員
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
資
す
る
た
め
、
全
国
商
工
会
連

合
会
の
商
品
で
あ
る
会
員
福
祉
共
済
の

取
り
扱
い
を
十
月
一
日
よ
り
開
始
し
ま

し
た
。

　

県
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
幸

い
な
こ
と
に
九
月
下
旬
か
ら
感
染
者
数

が
減
少
に
転
じ
た
こ
と
か
ら
、
県
商
工

会
連
合
会
設
立
六
〇
周
年
及
び
県
商
工

会
女
性
部
連
合
会
設
立
五
〇
周
年
の
記

念
大
会
を
規
模
縮
小
な
が
ら
、
十
月
五

日
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
す
べ
て
は
会
員
の
た
め
に
」
と
い

う
商
工
会
不
変
の
活
動
理
念
を
再
確
認

し
、
「
行
き
ま
す　

聞
き
ま
す　

提
案

し
ま
す
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
商

工
業
者
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
支
援
を

一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
県
下
の
商

工
会
員
・
青
年
部
員
・
女
性
部
員
の
英

知
と
強
固
な
団
結
力
を
結
集
し
、
コ
ロ

ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
さ
ら
な
る
飛
躍
を

目
指
し
、
地
域
商
工
業
者
の
発
展
と
豊

か
な
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
邁

進
す
る
こ
と
を
満
場
一
致
に
て
宣
言
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

猛
威
を
抑
え
込
み
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

に
向
け
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
事
業
や
地
域
イ
ベ

ン
ト
が
再
開
さ
れ
、
人
流
が
徐
々
に
戻

り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
回
復
し
て
く
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

商
工
会
地
域
は
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
、
後
継
者
不
在
や
人
手
不
足
等
の

構
造
的
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
、
会
員
の
持

続
的
発
展
の
た
め
、
持
続
化
補
助
金
や

も
の
づ
く
り
補
助
金
、
事
業
再
構
築
補

助
金
な
ど
の
各
種
支
援
策
の
活
用
を
積

極
的
に
推
進
し
、
最
も
身
近
な
支
援
機

関
と
し
て
経
営
相
談
を
軸
に
本
会
と
県

下
三
十
五
商
工
会
が
一
体
と
な
っ
て
会

員
支
援
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本

年
が
よ
り
良
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

宮
崎
県
商
工
会
連
合
会

会
長  

淵
上
鉄
一

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶
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謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

商
工
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
県
政
の
推
進
に
温
か
い
御
理
解

と
御
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
爆
発
的
な
感
染
拡
大
の
中
、

県
独
自
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
の

発
令
や
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
」
の
適
用
に
よ
り
、
長
期
間
に

わ
た
っ
て
、
事
業
者
の
皆
様
に
多

大
な
る
御
負
担
や
御
苦
労
を
お
か

け
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
皆
様
の

御
理
解
と
御
協
力
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

等
の
合
宿
拠
点
と
し
て
活
用
で
き

る
屋
外
型
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
整
備
や
、
宮
崎
と
神
戸
を

結
ぶ
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
新
船
就

航
、
新
県
立
宮
崎
病
院
の
開
院
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
県

民
の
皆
様
が
未
来
に
夢
や
希
望
を

持
っ
て
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
さ
ら
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
商
工
会
の
皆
様

に
と
り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
明

る
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年

頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
各
種
会
議
、

研
修
会
等
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
活
用
や
規
模
縮
小
の
対
策

を
講
じ
る
な
ど
、
従
来
と
は
異

な
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
各
事
業
に
取

り
組
ん
だ
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

で
は
令
和
三
年
度
よ
り
「
今
と
向

き
合
い
己
を
知
れ　

～
道
を
つ
く

る
の
は
自
分
だ
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
、
我
々
は
現
状
と

向
き
合
い
こ
れ
ま
で
の
青
年
部
活

動
そ
し
て
事
業
活
動
で
培
っ
た
力

を
活
か
し
、
県
下
青
年
部
の
知
恵

を
結
集
さ
せ
る
こ
と
で
、
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
宮
崎
県

商
工
会
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご

多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
私
ど
も
青
年
部
に
対

し
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
御
指
導
御

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
春
を
迎
え
、
皆
様
に
は
謹
ん

で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

平
素
よ
り
、
県
女
性
連
事
業
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
宮
崎
県
商
工
会
連
合
会

は
設
立
六
〇
周
年
、
私
ど
も
女
性

部
連
合
会
は
設
立
五
〇
周
年
と
い

う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
十

月
に
開
催
し
た
記
念
式
典
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
女
性
部
員

の
皆
様
の
熱
意
を
再
確
認
し
、
今

後
の
女
性
部
事
業
を
さ
ら
に
輝
か

せ
る
べ
く
、
意
を
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
困
難
を
女
性
部
員
一
丸
と
な
っ

て
乗
り
越
え
、
研
修
会
へ
の
参
加

や
部
員
間
の
交
流
等
を
通
し
て
、

知
識
・
技
術
の
習
得
に
努
め
る
と

と
も
に
、
組
織
の
発
展
に
つ
な
げ

て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い

年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
希
望

に
溢
れ
た
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

宮崎県知事

河 野 俊 嗣

宮崎県商工会青年部連合会

会長  藤 元 勇 貴  

宮崎県商工会女性部連合会

会長  広瀬 美智子

年
頭
の
ご
挨
拶
　

年
頭
の
ご
挨
拶
　

年
頭
の
ご
挨
拶
　

年
頭
の
ご
挨
拶
　

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

中
央
地
区
商
工
会
長
会

　

会　

長　

　
　

舛
田 

利
弘
（
高
岡
町
）

都
北
商
工
会
連
絡
協
議
会

　

会　

長

　
　

西
畑 

文
稔
（
高
城
町
）

県
西
商
工
会
連
絡
協
議
会

　

会　

長

　
　

淵
上 

鉄
一
（
野
尻
町
）

西
都
・
児
湯
地
区
商
工
会
長
会

　

会　

長

　
　

宮
崎 

吉
敏
（
川
南
町
）

日
向
・
東
臼
杵
地
区
商
工
会
長
会

　

会　

長

　
　

鶴
田 

太
美
（
東
郷
町
）

県
北
部
地
区
商
工
会
連
絡
協
議
会

　

会　

長

　
　

秋
本 

良
一
（
五
ヶ
瀬
町
）
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第
六
十
一
回
商
工
会
全
国
大
会
が
、
十

一
月
十
一
日
（
木
）
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
対
策
が
と
ら
れ
規
模
を
縮
小
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら

商
工
会
及
び
青
年
部
・
女
性
部
の
代
表
者

一
六
〇
〇
名
が
会
し
、
本
県
か
ら
は
、
九

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
森
全
国
連
会
長
（
鹿
児
島

県
連
会
長
）
が
大
会
会
長
挨
拶
を
述
べ
、

岸
田
内
閣
総
理
大
臣
、
萩
生
田
経
済
産
業

大
臣
な
ど
の
祝
辞
の
後
、
関
係
団
体
代
表

挨
拶
と
続
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
意
見
表
明
・
大
会
決
議
で

は
、一

．
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
の

大
型
経
済
対
策
の
早
期
実
施

一
．
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
支
援

策
の
拡
充

一
．
販
路
開
拓
支
援
の
拡
充
及
び
Ｅ
Ｃ

化
の
推
進

一
．
税
制
・
金
融
・
労
務
支
援
等
の
制

度
の
改
正
・
拡
充

一
．
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
の
強

化
及
び
災
害
か
ら
の
復
興

一
．
地
域
を
支
え
、
共
に
歩
む
唯
一
の

経
済
団
体
と
し
て
の
商
工
会
の
組

織
力
強
化

の
六
項
目
に
つ
い
て
意
見
表
明
を
行
い
、

大
会
決
議
が
満
場
の
拍
手
を
も
っ
て
決
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
経
営
改
善
普
及
事
業
に
関
す

る
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
、
全
国
連
会
長

表
彰
及
び
事
業
推
進
優
良
商
工
会
表
彰
等

が
行
わ
れ
た
後
、
政
党
代
表
祝
辞
及
び
多

く
の
国
会
議
員
を
は
じ
め
と
し
た
来
賓
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

経
営
改
善
普
及
事
業
に
関
す
る
功
労
者

等
表
彰
の
本
県
の
被
表
彰
者
は
、
次
の

方
々
で
す
。

第
六
十
一
回 

商
工
会
全
国
大
会
の
開
催

森全国連会長挨拶森全国連会長挨拶

祝辞を述べられる岸田内閣総理大臣祝辞を述べられる岸田内閣総理大臣

第61回商工会全国大会に係る表彰の被表彰者一覧（敬称略）

※個人表彰の役職及び職員の所属は、令和3年3月31日現在

1. 中小企業庁長官表彰

（1）優良女性部…野尻町商工会女性部

（2）役員功労者

北 村 教 子（田野町商工会 理事）

大 田 陽 三（中郷商工会 監事）

原 田 　 豊（高原町商工会 理事）

杉 元 豊 人（野尻町商工会 副会長）

（3）優良常勤役職員

西 村 廣 美

（県商工会連合会 運営指導課 課長補佐）

飯 干 千 鶴

（日之影町商工会 経営・情報支援員）

（1）優良商工会…諸塚村商工会

2.全国商工会連合会長表彰

（2）優良青年部…南郷町商工会青年部

　　　　　　　　都農町商工会青年部

（3）優良女性部…国富町商工会女性部

　　　　　　　　高原町商工会女性部

　　　　　　　  門川町商工会女性部

（4）役員功労者

仲 谷 岳 士（田野町商工会 会長）

川 越 忠 広（田野町商工会 理事）

長 友 　 康（佐土原町商工会 監事）

福 島 俊 宣（南郷町商工会 理事）

永 吉 　 聡（高岡町商工会 副会長）

杉 元 正 幸（高岡町商工会 理事）

長 島 勝 頼（高岡町商工会 理事）

満 安 憲 二（中郷商工会 理事）

田 中 義 貞（高崎町商工会 会長）

内 村 利 秀（高原町商工会 理事）

事業推進優良商工会等表彰
（組織統一推進枠部門）

亀 田 一 也（野尻町商工会 監事）

河 野 一 也（都農町商工会 理事）

（5）優良常勤役職員

黒 田 晃 広（清武町商工会 経営指導員）

早 川 　 桂（中郷商工会 経営指導員）

佐 藤 祐 次

（県商工会連合会 経営支援課 課長補佐）

大 政 弓 佳

（高岡町商工会 経営・情報支援員）

山之上昌子

（高崎町商工会 経営・情報支援員）

会員増強運動…新富町商工会

渡邊事務局長（左）と淵上会長（右）渡邊事務局長（左）と淵上会長（右）

　宮崎県商工会連合会では、赤十字事業の推進としてこれまで長きに渡り日本赤十字社への

寄付活動を行ってきました。この度、この取組みが認められ11月17日に日本赤十字社宮崎県

支部の渡邊事務局長より、感謝状をいただきました。

　渡邊局長より寄付金については、赤十字の災害救護活動をはじめ、地域の防災・減災力を

高めるための防災セミナーや、命を守る救急法講習などの赤十字活動に活用しているとのお

話をいただきました。本会としましても、今後も地域貢献に資する取組みとして継続してい

きたいと思います。

日本赤十字社様より感謝状をいただきました
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河野知事（左）と伝達を受ける明石前会長（右）河野知事（左）と伝達を受ける明石前会長（右）

令和3年秋の叙勲知事伝達式令和3年秋の叙勲知事伝達式

　11月3日に令和3年秋の叙勲及び褒章受章者が発表され、商工会関係者からは

明石秀人前えびの市商工会会長が旭日双光章を受章されました。新型コロナウイ

ルス感染症の感染防止の徹底が図れないことから、令和2年春以降と同様に、東

京での勲章伝達式及び拝謁が中止となりましたが、受章者に対する知事伝達式

が、11月25日に県庁講堂において行われました。

　明石前会長は、平成7年に旧えびの市加久藤商工会の理事に就任すると、平成

8年より合併し誕生したえびの市商工会の理事に引き続き就任し、以後、平成15

年には同会副会長、平成21年に同会会長を務められ、23年の長きにわたり商工

会活動に尽力するとともに、さらに、平成24年から平成30年までの6年間、県

商工会連合会の理事を務め、この間、連合会を含めた県内商工会の組織体制の整

備や小規模事業者支援の在り方などの解決に尽力されました。こうした活動によ

り、えびの市の地域経済発展や本業を通じ宮崎県の焼酎産業の振興に多大な貢献

を果たされたことが評価され、中小企業振興功労及び酒類業振興功労として受章されました。

　県商工会連合会では7月12日の全県商工会長会で採択された決議事項の実現を目指して、11月10日（水）・11日（木）、

淵上鉄一会長、山元浩之副会長、藤元邦敬副会長、福岡浩一理事、藤元勇貴県青連会長、広瀬美智子県女性連会長、奥野信利

専務理事が本県選出国会議員及び商工会関係国会議員に要望活動を行いました。

　要望した国会議員は、次のとおりです。

●衆議院…古川禎久法務大臣、江藤拓議員、渡辺創議員、武井俊輔議員、

　　　　　長友慎治議員

●参議院…松下新平議員、長峯誠議員、松村祥史議員、

　　　　　渡辺猛之国土交通副大臣、宮本周司議員

　要望では、淵上会長が要望書を手渡した後、奥野専務理事が内容を説明し、

その後、意見交換を行いました。

　また、全県商工会長会の決議

事項に加え、「第61回商工会全

国大会の決議に関する陳情」並

びに「大型の経済対策・補正予

算に係る要望」も併せて行いま

した。

要望活動の様子（渡辺猛之国土交通副大臣）要望活動の様子（渡辺猛之国土交通副大臣）

要望活動の様子（松下新平議員）要望活動の様子（松下新平議員）要望活動の様子（古川禎久法務大臣）要望活動の様子（古川禎久法務大臣）

国会議員へ｢全県商工会長会決議｣を要望
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　宮崎労働局では、厚生労働大臣によ

る認定制度「くるみん認定」及び「え

るぼし認定」を取得した県内企業を紹

介する「認定企業情報誌」を作成しま

した。また新型コロナウイルス感染症

に関する施策や働き方改革に関する資

料のご案内をいたします。

くるみん・えるぼし
認定企業情報

高千穂町商工会

経営指導員

工藤 耕二

　会員事業所の皆様に、県下35商工会並びに商工

会連合会に勤務する職員をご紹介いたします。

　各地で奮闘している職員を知っていただき、商工

会を身近なものに感じていただければ幸いです。

商工会職員PICKUP

宮崎労働局からのお知らせ

203回

【
三
級
合
格
者
】

李　
　

和
眞（
南
郷
町
）

丸
本　

深
結（
高
千
穂
町
）

甲
斐　

百
華（
高
千
穂
町
）

【
六
級
合
格
者
】

松
田　

沙
月（
南
郷
町
）

酒
元　

稜
虎（
南
郷
町
）

萩
原
満
利
奈（
南
郷
町
）

【
七
級
合
格
者
】

白
坂　

桜
菜（
南
郷
町
）

橋
口　
　

明（
高
千
穂
町
）

菊
池　
　

明（
高
千
穂
町
）

【
八
級
合
格
者
】

宮
野
桜
史
朗（
南
郷
町
）

川
田　

仁
菜（
南
郷
町
）

橋
口　

由
奈（
南
郷
町
）

丸
本　

蒼
天（
高
千
穂
町
）

工
藤　

瑞
季（
高
千
穂
町
）

【
九
級
合
格
者
】

松
田
美
莉
愛（
南
郷
町
）

松
田　

陽
生（
南
郷
町
）

【
十
級
合
格
者
】

丸
本　

羚
巨（
高
千
穂
町
）

甲
斐　

夏
葵（
高
千
穂
町
）

（
敬
称
略
）

　多くの会員さんが大変な今、「どのような支援が必要か」

を日々考えながら経営支援や地域振興に取り組んでいます。

　現在、コロナ禍に対応した支援策は多く出され、各機関と

の連携により支援の幅は広がっています。ひとつの相談から

「あの補助金が使えそう」「インターネットの活用は」「プ

レスリリースしましょう」と話が広がっていくことも。

　小さなことからコツコツと課題解決をサポートしますの

で、是非お気軽にご相談ください。

三股町商工会

経営指導員

甲斐 祉奈子
　商工会に入って4年目、三股町商工会に赴任して今年

で３年目になります。

　どのように支援すれば会員さんのお役に立てるか日々

考えながら業務に励んでいます。コロナ禍で事業者を取

り巻く環境は厳しい状況ですが、今こそ商工会職員が力

になるべき時だと思っていますので、自分のできること

を探しながら精進していきたいと思います。

西米良村商工会

経営・情報支援員

黒木 里奈
　商工会に採用され、西米良村商工会に配属されて４年目になり

ました。

　会員の皆様にとって、商工会が身近な存在となるように、いつ

でも気軽に訪れやすく、相談しやすい窓口であるよう心掛けてい

ます。

　まだまだ経験も浅く、未熟ではありますが、今後も日々の業務

に真摯に取り組み、知識の習得に努めながら、会員の皆様お一

人お一人に寄り添った支援を行っていきたいと思います。

清武町商工会

経営・情報支援員

野田 愛理
　商工会へ勤務させていただいてから3年目になります

が、まだまだ学ぶことの多い毎日です。

　日頃から、会員の皆様と向き合う上で細やかな心遣

い、丁寧な支援を怠らないように心掛けています。商工

会は小規模事業者にとって一番身近な相談場所でもあり

ます。相談して良かったと思っていただけるような、そ

んな支援をこれから先も継続し、より良い支援へと繋

げていきたいと考えています。
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　県商工会連合会では、3年に1度、商工会の役員改選が行われる年に監事研修会を開催しています。

本年度は、11月15日（月）宮崎観光ホテルにおいて、県内の商工会監事の皆さん39名が参加のも

と開催されました。

　研修会では、税理士法人アイビーパートナーズの飯田三和税

理士より、「監事の役割と自主監査のポイントについて」と題

し監事の職務と役割や、商工会の財務諸表等の具体的なチェック方法についてご指導

いただきました。また、「不正はなぜ起こるのか？」という切り口で、風通しの良い職

場環境づくりの重要性にも触れられ、大変有意義な研修会となりました。

　11月22日（月）に宮崎市のJA・AZM別館202研修室にて県青連第2回商工会

青年部長会及びリーダー育成研修会を開催しました。

　部長会では、青年部員調査の実施結果を踏まえた各青年部の今後の自主財源確保

に向けた取り組みや、各種事業、補助金等施策の配信サービスである「宮崎県連お

知らせサービス」、事業所の新商品やサービ

スを県内報道機関に発信する「プレスリリー

スサービス」等商工会にて取り扱うサービス

の一部について紹介を行いました。

　その後、研修会に移り、講義前半では株式

会社 一平ホールディングス　代表取締役社長の村岡浩司氏が「世界があこがれる九州を

つくる-New Local その可能性についての考察-」をテーマに、商工会地域の小規模事業

者が地域資源を活用しながら経済発展をしていくための手法等について講義を行いまし

た。講義後半の村岡氏と青年部員との座談会では、「若手経営者・後継者・従業員等の人

材育成方法」や「事業資金の調達方法」などをテーマに、当人のこれまでの経営人として

の足跡や取り組み内容等を踏まえ青年部員と活発な意見交換を行いました。

令和3年度第2回商工会青年部長会及びリーダー育成研修会開催!! 

　11月5日（金）、宮崎県女性連スポーツ交流事業（運動会）を、延岡市北方勤労者

体育センターにおいて開催しました。当日は、読谷山洋司延岡市長、佐藤民男延岡

市三北商工会長、河野直佐様（河野俊嗣宮崎県知事夫人）のご臨席のもと、総勢約

150名の女性部員等が参加し、賑やかな大会となりました。開会式では、

来賓の皆様にご挨拶をいただいた後、開催担当である

県北ブロック長の日之影町商工会女性部 山口依子さ

ん及び開催地域の延岡市三北商工会女性部 松田章子さ

んの選手宣誓と県北ブロック女性部の皆さんによる準

備運動が行われました。

　大会では、ユーモアを交えた障害物競走など、各ブロック対抗で計6種目を実施し、河野直

佐様に参加いただいた計4種目を中心に、場内は白熱したプレーで大変な盛り上がりを見せ

ました。また開催地域である県北ブロック女性部より、各種目優

勝者に特産品等の景品授与があり、参加者から大変好評でした。

　結果は、次のとおりです。

令和3年度 県女性連設立50周年記念スポーツ交流事業（運動会）令和3年度 県女性連設立50周年記念スポーツ交流事業（運動会）

村岡浩司氏村岡浩司氏

村岡氏と青年部員との座談村岡氏と青年部員との座談

来賓あいさつをされる

佐藤延岡市三北商工会長

来賓あいさつをされる

佐藤延岡市三北商工会長

開会あいさつをする
広瀬県女性連会長

開会あいさつをする
広瀬県女性連会長

競技に参加される

河野直佐様（写真右）
競技に参加される

河野直佐様（写真右）

～延岡市北方勤労者体育センターにて開催～

選手宣誓をする

山口依子さん（写真左）

松田章子さん（写真右）

選手宣誓をする

山口依子さん（写真左）

松田章子さん（写真右）

研修会の様子研修会の様子

講師として説明をする

飯田税理士

講師として説明をする

飯田税理士

商工会監事研修会の開催商工会監事研修会の開催

総合準優勝：都北ブロック

総合第三位：県西ブロック

総合優勝：西都・児湯ブロック
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日程 イベント・セミナー名 会場 内　　　　　　容 主催者・問合せ先

2
月

3
月

（注）新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期となる場合がありますので、詳細は主催者・問合せ先にお尋ねください。

第186回「定期朝市」
トロントロン軽トラ市

第187回「定期朝市」
トロントロン軽トラ市

はんきゅう軽トラ市

はんきゅう軽トラ市

川南町
トロントロン商店街

交流プラザ
くにとみ屋

2月13日
（日）

2月20日
（日）

3月6日
（日）

3月13日
（日）

3月20日
（日）

商工会シール会
お客様感謝祭

清武文化会館前

川南町
トロントロン商店街

清武文化会館前

　

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
の
仕
事
は
、

大
工
さ
ん
で
す
。
ぼ
く
が
下
校
し

て
家
に
帰
っ
た
時
に
、
ぼ
く
は
お

父
さ
ん
を
見
ま
す
。
お
父
さ
ん
は

い
つ
も
仕
事
を
し
て
い
て
、
仕
事

中
は
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
頑

張
っ
て
い
る
な
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
お
父
さ
ん
は
つ
か
れ
て
家
へ

帰
っ
て
き
ま
す
。
ぼ
く
か
ら
見
え

な
い
時
で
も
仕
事
を
し
て
い
る
の

を
知
っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
お

父
さ
ん
の
車
に
乗
せ
て
も
ら
い
、

仕
事
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
こ
ん

な
に
大
変
な
仕
事
を
し
て
す
ご
い

と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
お
父
さ
ん
が
心
配
で

す
。
が
ん
ば
り
す
ぎ
て
無
理
を
し

て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
人
の
こ
と
ば
か
り
心

配
し
な
い
で
、
自
分
の
こ
と
も
少

し
は
心
配
も
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
は
大
工
さ

ん
の
仕
事
の
他
に
も
、
消
防
団
な

ど
の
地
域
活
動
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
休
み
の
日
に
は
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
魚
釣
り
に
も
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
る
優
し
い
お
父

さ
ん
で
す
。

　

ぼ
く
の
大
切
な
お
父
さ
ん
。
な

の
で
こ
れ
か
ら
も
お
父
さ
ん
に
元

気
に
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ぼ
く
も
将
来
は
お
父
さ
ん
み
た

い
に
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
働
け

る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　
小
野 

駿
介
く
ん　

（
川
南
町
立
通
山
小
学
校
五
年
）

小
野
建
築　

［
川
南
町
商
工
会
］

お
の
　    

し
ゅ
ん
す
け

【
事
業
所
名
】
小
野
建
築

【
事
業
所
住
所
】

〒
８
８
９
ー
１
３
０
１

宮
崎
県
児
湯
郡
川
南
町
川
南

２
５
０
７
４
ー
７

【
代
表
者
名
】
小
野 

竜
之
介

令和4年2月～3月 イベント・セミナーカレンダー

海産物・工芸品・竹細工・雑貨・手芸・コーヒー・みそ・醤油・

たこ焼き等、様々な商品を見ながらお買い物をしていただい

ています。（午前9時～12時まで開催、雨天決行）

軽トラ（軽ワゴン）の荷台に農作物や海産物、日用品や加工

品などの品物を乗せて販売する朝市です。（8：00〜11：46開

催）会場内イベントとして、お楽しみ抽選会を開催！

出張交換会と抽選会の実施

海産物・工芸品・竹細工・雑貨・手芸・コーヒー・みそ・醤油・

たこ焼き等、様々な商品を見ながらお買い物をしていただい

ています。（午前9時～12時まで開催、雨天決行）

軽トラ（軽ワゴン）の荷台に農作物や海産物、日用品や加工

品などの品物を乗せて販売する朝市です。（8：00〜11：46開

催）会場内イベントとして、お楽しみ抽選会を開催！

清武活性化委員会

（0985-85-0173：

清武町商工会）

国富町商工会シール会

まちづくりトロントロン

TMO事務局

担当：井尻　（0983-27-0501）

清武活性化委員会

（0985-85-0173：

清武町商工会）

まちづくりトロントロン

TMO事務局

担当：井尻　（0983-27-0501）

　11 月19 日から21 日までの３日間、東京池袋サンシャインシティにて全国か

ら自慢の品々を集めたニッポン全国物産展が開催されました。出展者数を例年と比

べ180 事業所と絞り、コロナ禍により来場者減が心配されましたが、感染症対策

を徹底したなかで約45,000 人が来場されました。

　宮崎県からは「株式会社ウェルネス（三股町商工会）」、「松崎刃物製作所（三股町商工会）」、「ばあちゃん本舗株式

会社（高城町商工会）」の３事業所が参加しました。

　来場者のなかには、宮崎県からの出展を楽しみにされ

ていた常連様もおり、「継続して参加してほしい」等温か

いお言葉をいただくことができました。これからも認知

度向上や販路拡大のきっかけとしてご参加いただければ

と思います。

ニッポン全国物産展2021 （会場レポート）
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　「見積書はメールで送ってください～」「請求書はメールでお送りしますね～」
　いままで取引先と普通に行っていたこのやり取り。今後は要注意です!!

　書類のデジタル化が進み、見積書・契約書・請求書・領収書等をメールへのPDF添付でやり取りすることも増え
たのではないでしょうか。これまで国税（税務署等）に関係する書類は紙での保存が原則でしたが、電子データで
の取引きは「電子帳簿保存法（電帳法）」の改正により紙（正本）での保存が原則不可となります。
　すべての事業者が電子データ保存（※1）の義務化対象となり、本来であれば令和４年１月１日に施行される予
定でしたが、令和３年12月6日に2年間の猶予期間（※2）が設けられました。
　20年以上前から施行されてきた法律ですが、時代の変化に合わせ幾度となく法改正が行われてきました。筆者
的には、制度上の制約が多く余計に手間がかかることや、要件を満たすためにコストが発生してしまうことから、
帳簿・証票類・申告書の電子保存になかなか踏み切れずにいました。今回の改正による要件の大幅緩和は、電子化
やデジタル化の推進に拍車がかかるものとして評価できると思います。
　時を同じくして約２年後は消費税のインボイス制度が導入される年でもあり、電子インボイスも電帳法の対象と
なる令和５年は、すべての事業者が「デジタル化」「DX化」を含めた経営判断・変革を迫
られることになるのではないでしょうか。
（※1電子データで受け取ったものは電子データでのみ保存しなさいということ。
　※2現状の解釈では、義務化要件が２年間猶予されると考えられます。）
　下記に国税庁が制度改正について、説明動画等を公開していますのでご参照ください。

（担当：
こうの

河野）

『その印刷ちょっと待って!!
　　「電子帳簿保存法」改正後は要注意!!』

推進
コラム

電子帳簿保存制度って、
そもそも何？
（国税庁ホームページ）
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